
佐倉市子ども・子育て支援事業計画（第２版）

 第５章「基本施策の展開」実施状況報告

 １．質の高い教育・保育の総合的な提供

（１）幼児期の学校教育・保育サービスの提供

１．幼児期の学校教育の提供と充実 ２．乳幼児期の保育サービスの提供と充実

３．幼稚園教諭、保育士、保育教諭等の資質の向上 ４．給食内容の充実

（２）幼児期の学校教育・保育の一体的提供と推進

５．認定こども園の整備 ６．幼稚園、保育園、認定こども園等の連携

７．幼稚園・保育園・認定こども園等と小学校との連携

 ２．地域における子育て支援

（１）学童保育の充実

８．学童保育の充実 ９．学童保育所（児童クラブ）の整備

（２）地域の子育て協力体制づくり

１０．社会全体で子育てをしていく意識の啓発 １１．ファミリーサポートセンター事業の実施

（３）子育て情報の提供と相談・交流の場づくり

１２．子育て情報の提供 １３．地域子育て支援拠点事業の拡充

１４．利用者支援事業の実施 １５．その他の相談体制の充実

１６．育児サークル、子ども・子育てに関わる団体の支援 １７．民生委員・児童委員、主任児童委員との連携強化

（４）保護者の経済的負担に対する軽減

１８．各種手当の充実

 ３．すこやかに生まれ育つ環境づくり

（１）妊産婦に対する相談・支援の充実

１９．母子健康手帳の交付 ２０．妊婦健診の実施

２１．妊婦訪問の実施 ２２．出産後の母親への支援

（２）母子保健相談・健診・指導の充実

２３．乳幼児健康診査の充実 ２４．乳幼児相談・指導の充実

２５．訪問指導の充実 ２６．母子保健に関する情報提供

（３）安心できる医療の整備・充実

２７．小児救急等の充実と周知 ２８．医療情報提供の充実

（４）未来のママ・パパを育む取り組み

２９．大切ないのちを育むまなびの推進 ３０．ふれあい体験の推進

 ４．仕事と子育てを両立させる社会づくり

（１）仕事と子育ての両立支援

３１．家庭、地域、職場等での男女平等参画意識の醸成 ３２．仕事と子育てが両立できる就業環境の整備・充実

３３．利用者の立場に立った保育サービスの多様化・拡充 ３４．産休、育休後の保育園等の円滑な利用の確保

 ５．配慮が必要な子ども・子育て家庭への支援

（１）児童虐待の防止

３５．児童虐待防止対策の充実 ３６．養育支援の充実

３７．市民への啓発 ３８．家庭児童相談室の体制

（２）ひとり親家庭への支援

３９．ひとり親家庭自立支援員の設置 ４０．ひとり親家庭の日常生活支援事業の実施

４１．自立支援給付金事業の実施 ４２．ひとり親家庭の経済的負担の軽減

４３．交流の場の拡充 ４４．入学就職祝金の支給

（３）障害のある子どもへの支援の充実

４５．関係機関の連携強化 ４６．障害のある子どもの教育・保育の充実

４７．障害に対する理解の促進と、ともに育つ取り組み

 ６．子どもの最善の利益を支える仕組みづくり

（１）子どもの主体制の尊重

４８．子どもの権利についての啓発 ４９．子どもの社会参加の促進

（２）子どもの居場所の充実

５０．子どもが安心して遊べる環境づくり ５１．児童センター等の充実

（３）子どもの生きる力を育む取り組み

５２．いじめ対策の充実 ５３．子ども自身が相談できる力を育む取り組み

資料2－2
平成30年11月16日（金）
第２回子育て支援推進委員会
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　１

基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①各園月1回
②各園月3～4回

①各園月1回
②各園月2～4回

①各園月1回
②各園月2～3回

①
②

①
②

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

A A A

成果

課題

今後の対応

（平成28年度）
推進委員会
による評価

（平成28年度）
評価について

の回答

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①園内研修実施回数（子育て支
援課）
②保育研究の実施回数(学務
課）

①園内研修実施回数（子育て支
援課）
②保育研究の実施回数(学務
課）

①園内研修実施回数（子育て支
援課）
②保育研究の実施回数(学務
課）

①園内研修実施回数（子育て支
援課）
②保育研究の実施回数(学務
課）

①園内研修実施回数（子育て支
援課）
②保育研究の実施回数(学務
課）

①各園月1回
②各園月1回

①保育の質の向上や保育士同士の
コミュニケーション、情報共有に寄与
した。
②公立幼稚園では、ほぼ毎週、園内
研修を実施し、保育研究にあたっ
た。

①保育の質の向上や保育士同
士のコミュニケーション、情報共
有に寄与した。
②毎月園内研修を実施し、保育
研究にあたった。

①保育の質の向上や保育士同
士のコミュニケーション、情報共
有に寄与した。
②毎月園内研修を実施し、保育
研究にあたった。

１．質の高い教育・保育の総合的な提供 （１）幼児期の学校教育・保育サービスの提供

１．幼児期の学校教育の提供と充実 子育て支援課、学務課

・集団生活の中での学習や遊び体験が十分に行われるよう、幼稚園や保育園、認定こども園等における教育・保育内容の充実を図ります。また、幼保一元化を踏まえ
たカリキュラムを研究します。

実施内容
①各園月1回
②各園月1回

①各園月1回
②各園月1回

①各園月1回
②各園月1回

①各園月1回
②各園月1回

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）

研修の実施回数だけでなく、研修の
質の評価が必要だと考えます。（受
講者にアンケートなどをとっているの
か？）

・(学務課）園内の保育研究については、各担任から挙げられた課題と成果をとりまとめ、園
内で情報を共有し、今後の保育内容の改善に生かします。
・（子育て支援課）子育て支援課が実施している主催研修に関しては、アンケートを実施して
います。園内研修に関しては、その時に必要とされている実務的な内容を選択して実施して
います。

①保育も並行して行わなければ
ならず、全員が参加できる時間
を取れない。

①保育も並行して行わなければ
ならず、全員が参加できる時間
を取れない。

①保育も並行して行わなければ
ならず、全員が参加できる時間
を取れない。

①同一内容の研修を複数回開く
などの工夫をする。
②今後とも、幼稚園内研修を継
続し、保育研究にあたっていく。

①同一内容の研修を複数回開く
などの工夫をする。
②今後も、幼稚園内研修を実施
し、保育研究にあたっていく。

①同一内容の研修を複数回開く
などの工夫をする。
②今後も、幼稚園内研修を実施
し、保育研究にあたっていく。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　１

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

保育業務も行いながら、研修を実施
し、保育者の質の向上に努めている
ことを感じます。

（子育て支援推進委員会にて、児童
青少年課が関わるケースの児童対
応における不明点が挙げられまし
た。）児童虐待や養育状況が心配さ
れるケースにおいて、保育者として
どのような視点が必要であるか、ま
た実際に児童相談所が一時保護す
る場合にどのように対応していけば
よいのか、全保育者が共通の認識
を持つべきであると思います。その
ため、研修内容にそれらを加えてい
く必要を感じました。

・(学務課）
児童虐待などのケースの取り扱いについて、幼稚園全体で共通の認識を持つように研修を
実施します。

・（子育て支援課）
千葉県が実施している「DV・児童虐待相談新任職員研修」「学校職員等に対するDV・子ども
虐待対応研修」や児童青少年課主催の研修等を各施設に周知しています。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　２

基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①２，０４８人
②８か所
③０か所

①２，１２７人
②９か所
③１か所

①２，５５６人
②９か所
③１か所

①
②
③

①
②
③

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

B B B

成果

課題

今後の対応

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①教育・保育施設定員数
②一時預かり実施箇所数（一般型）
③子育て短期支援事業実施箇所数

①教育・保育施設定員数
②一時預かり実施箇所数（一般型）
③子育て短期支援事業実施箇所数

①教育・保育施設定員数
②一時預かり実施箇所数（一般型）
③子育て短期支援事業実施箇所数

①教育・保育施設定員数
②一時預かり実施箇所数（一般型）
③子育て短期支援事業実施箇所数

①教育・保育施設定員数
②一時預かり実施箇所数（一般型）
③子育て短期支援事業実施箇所数

①２，４０９人
②１０か所
③１か所

・認可保育園2園を整備。（平成27年
4月開園・定員20名、平成28年2月開
園・定員60名）
・小規模保育事業を開始（平成27年
度　4か所）

・認可保育園2園を整備（民営化園
30名増、小規模保育からの移行17
名増）、認可保育園の定員増（2か
所、11名）
・地域型保育の開所（小規模18名
増、事業所内保育3名増）
・委託により、子育て短期支援事業
の開始

・認可保育園5園を整備（平成29年4月開
園4か所、333名、平成29年12月開園1か
所、50名）
・認可保育園の定員増（１か所、60名）
・幼稚園の認定こども園への移行１園（1
か所、36名）
・業務委託により、子育て短期支援事業
を継続するも利用者は０人だった。

１．質の高い教育・保育の総合的な提供 （１）幼児期の学校教育・保育サービスの提供

２．乳幼児期の保育サービスの提供と充実 子育て支援課

・保育園、認定こども園、家庭的保育事業等の新設、既存保育施設の定数増等により、待機児童ゼロを目指します。実施にあたっては、地域の供給バランスにも配慮し
ます。
・子育て家庭の様々なニーズに合わせて、一時預かり事業を実施し、利用しやすくしていきます。
・保護者の病気などの理由により、家庭で養育を受けることが難しくなった子どもを預かるショートステイ事業やトワイライトステイ事業の実施を検討します。

実施内容
①１，９９３人
②８か所
③１か所

①２，２２７人
②１０か所
③１か所

①２，４０９人
②１０か所
③１か所

①２，４０９人
②１０か所
③１か所

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）

・認可保育園を整備し定員数を
増やしたが、待機児童の解消に
は至らなかった。

・認可保育園等を整備し定員数を増
やしたが、待機児童の解消には至ら
なかった。

・平成２９年４月時点では待機児童数が
０になったが、５月以降は待機が発生し
ている。
・施設の都合により、子育て短期支援事
業の受け入れが３歳未満となっている。

①待機児童解消のため、引き続き
保育施設等の整備を推進する。
③子育て短期支援事業を平成28年
度から事業開始する。

①待機児童解消のため、引き続き
保育施設等の整備を推進する。
②③ニーズを捉えて、実施か所数の
増加を検討する。

①待機児童解消のため、引き続き
保育施設等の整備を推進する。
③３歳以上６歳未満の児童が受け
入れできる施設を探す。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　２

（平成28年度）
推進委員会
による評価

（平成28年度）
評価について

の回答

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

①子育て世代のニーズに応え、短い
期間で保育園、こども園の整備を進
めてきた実績は評価すべき取り組み
です。今後も、待機児童は増えるこ
とが予想されるものの、人口減少、
超高齢化である現状を踏まえると、
園の新設を検討する際に、その施設
が必要なくなった場合の、再利用の
構想も取り入れ建設されるとよいの
ではないかと感じました。

保育施設の整備は、長期間安定した運営を行うことが、第一の条件となります。その一方
で、人口減少社会の到来や社会構造等の変化によるニーズの変化も十分に考えられるこ
とから、施設整備を行う事業者に対しては、保育施設として満たすべき設備基準の説明を
行うと共に、汎用性の高い施設の設計を行うように促していきます。

①保育士の不足などで、保育の質
の低下が無いようにしていただきた
い。

保育園は、保育士数や屋外遊戯場の国（県）基準を満たさなければ運営できません。保育
士が不足している現状ではありますが、基準を上回る配置を推奨し、質の高い保育の提供
するため保育施設への補助等を行っています。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　３

基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①年2.35日
②年5日

①年3.04日
②年4日

①年2.03日
②年7日

①
②

①
②

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

A A A

成果

課題

今後の対応

（平成28年度）
推進委員会
による評価

（平成28年度）
評価について

の回答

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①保育士１人あたりの園外研修
受講日数（子育て支援課）
②幼稚園教諭１人あたりの園外
研修受講日数（学務課）

①保育士１人あたりの園外研修
受講日数（子育て支援課）
②幼稚園教諭１人あたりの園外
研修受講日数（学務課）

①保育士１人あたりの園外研修
受講日数（子育て支援課）
②幼稚園教諭１人あたりの園外
研修受講日数（学務課）

①保育士１人あたりの園外研修
受講日数（子育て支援課）
②幼稚園教諭１人あたりの園外
研修受講日数（学務課）

①保育士１人あたりの園外研修
受講日数（子育て支援課）
②幼稚園教諭１人あたりの園外
研修受講日数（学務課）

①年2日
②年2日

①保育士の質の向上に寄与した。
②公立幼稚園では、教育課題に対
応すべく各種研修会に参加すること
ができた。

①保育士の質の向上に寄与し
た。
②教育課題に対応すべく各種研
修会に参加することができた。

①保育士の質の向上に寄与し
た。
②教育課題に対応すべく各種研
修会に参加することができた。

１．質の高い教育・保育の総合的な提供 （１）幼児期の学校教育・保育サービスの提供

３．幼稚園教諭、保育士、保育教諭等の資質の向上 子育て支援課、学務課

・質の高い幼児期の教育・保育を実現するため、幼稚園教諭、保育士の資質の向上を図ります。

実施内容
①年2日
②年2日

①年2日
②年2日

①年2日
②年2日

①年2日
②年2日

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）

研修の実施回数だけでなく、研修の
質の評価が必要だと考えます。（受
講者にアンケートなどをとっているの
か？）

・（学務課）園外の研修については、受講者が報告書を作成し、園内で他の職員に供覧・伝
達し、今後の保育内容の改善に生かします。
・（子育て支援課）子育て支援課が実施している主催研修に関しては、アンケートを実施して
います。園内研修に関しては、その時に必要とされている実務的な内容を選択して実施して
います。

①保育も並行して行わなければ
ならず、希望する研修への参加
できない場合がある。

①保育も並行して行わなければ
ならず、希望する研修への参加
できない場合がある。

①保育も並行して行わなければ
ならず、希望する研修への参加
できない場合がある。

①研修の要不要は個人差もあり、研
修参加のタイミングも個人により違う
ので、当面は現状のまま行っていく。
②今後とも、幼稚園外研修を受講
し、資質向上を図っていく。

①研修の要不要は個人差もあ
り、研修参加のタイミングも個人
により違うので、当面は現状のま
ま行っていく。
②今後も幼稚園外研修を受講
し、資質向上を図る。

①研修の要不要は個人差もあ
り、研修参加のタイミングも個人
により違うので、当面は現状のま
ま行っていく。
②今後も幼稚園外研修を受講
し、資質向上を図る。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　３

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

保育業務も行いながら、研修を実施
し、保育者の質の向上に努めている
ことを感じます。

(※シート１と共通）

（子育て支援推進委員会にて、児童
青少年課が関わるケースの児童対
応における不明点が挙げられまし
た。）児童虐待や養育状況が心配さ
れるケースにおいて、保育者として
どのような視点が必要であるか、ま
た実際に児童相談所が一時保護す
る場合にどのように対応していけば
よいのか、全保育者が共通の認識
を持つべきであると思います。その
ため、研修内容にそれらを加えてい
く必要を感じました。
(※シート１と共通）

・(学務課）
児童虐待などのケースの取り扱いについて、幼稚園全体で共通の認識を持つように研修を
実施します。

・（子育て支援課）
千葉県が実施している「DV・児童虐待相談新任職員研修」「学校職員等に対するDV・子ども
虐待対応研修」や児童青少年課主催の研修等を各施設に周知しています。

(※シート１と共通）
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　４

基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①年159回
②年369回

①年168回
②年361回

①年169回
②年371回

①
②

①
②

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

A A A

成果

課題

今後の対応

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

１．質の高い教育・保育の総合的な提供 （１）幼児期の学校教育・保育サービスの提供

４．給食内容の充実 子育て支援課

・子どもの健康の増進、食育の観点から、保育園等における給食内容の充実を図ります。
・子どもの食に関する安全性を確認するために、保育園等の給食食材等の食品放射能検査を行います。

実施内容
①年160回
②年362回

①年166回
②年362回

①年172回
②年362回

①年178回
②年362回

①手作りおやつ・果物・野菜のお
やつ実施回数（子育て支援課）
②食品放射能検査回数（子育て
支援課）

①手作りおやつ・果物・野菜のお
やつ実施回数（子育て支援課）
②食品放射能検査回数（子育て
支援課）

①手作りおやつ・果物・野菜のお
やつ実施回数（子育て支援課）
②食品放射能検査回数（子育て
支援課）

①手作りおやつ・果物・野菜のお
やつ実施回数（子育て支援課）
②食品放射能検査回数（子育て
支援課）

①手作りおやつ・果物・野菜のお
やつ実施回数（子育て支援課）
②食品放射能検査回数（子育て
支援課）

①年184回
②年362回

安全に配慮した質の高い給食や
おやつを提供した。

安全に配慮した質の高い給食や
おやつを提供した。

安全に配慮した質の高い給食や
おやつを提供した。（公立保育
園）

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）

手作りおやつについては、提供回数
も年々増やし対応していることは高く
評価すべき点であると思います。手
作りのおやつは、親は作りたくてもな
かなかできないことです。こどもたち
にとって、価値のある体験だと思い
ます。今後も調理職員の方々の無
理のない範囲での実施を希望しま
す。

今後も安全、安心な給食の提供を基本に、手作りおやつ・果物・野菜のおやつの提供に努
め、旬の味わいなど食を通じた経験が得られるよう、取り組んでいきたいと思います。

おやつについては、調理室の職
員配置の問題から、対応できな
いケースがあった。

調理室の職員が不足し、配置に
苦慮するケースがあった。

調理室の職員が不足し、配置に
苦慮するケースがあった。（公立
保育園）

調理室の職員配置を検討する。 調理室の職員確保に努める。
調理室の職員確保に努める。
（公立保育園）
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　４
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　８

基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①年10回
②年3回

①年9回
②年7回

①年９回
②年５回

①
②

①
②

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

B B B

成果

課題

今後の対応

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）

①長期休暇及び新年度受付期
間中の月例会議開催は、保育現
場が多忙のため困難。
②参加者のニーズに合った研修
の実施

①長期休暇等、保育現場が多忙
な時期は月例会議の開催が困
難。
②学童指導員は遊びだけでなく
障害やアレルギーについてな
ど、幅広い分野に精通すること
が必要。

①長期休暇等、保育現場が多忙
な時期は月例会議の開催が困
難。
②学童指導員は遊びだけでなく
障害やアレルギーについてな
ど、幅広い分野に精通すること
が必要。

①引き続き、指定管理者とは月
例会議だけではなく、日ごろから
連絡を取り合う。
②現場で実践できる研修を実
施。

①指定管理者と月例会議だけで
なく日ごろから連絡を取り合い、
保育の充実に努める。
②研修や巡回相談により児童へ
の対応能力を高める。

①引き続き、指定管理者と日ご
ろから連絡を取り合い、保育の
充実に努める。
②研修受講を呼びかけ、保育の
質の向上を図る。

①年11回
②年3回

①指定管理者との個別会議を8
回、全体会議を2回実施。
②「障害児研修」「保育全体研
修」「遊びの研修」を実施。

①指定管理者との個別会議を6
回、全体会議を3回実施。
②「保育全体研修」「障害児研
修」「アレルギー研修」等、合計7
回実施。

①指定管理者との個別会議を7
回、全体会議を2回実施。
②「保護者対応研修」「児童との
関わり方研修」「アレルギー研
修」等、合計5回実施。

①指定管理者との月例会議
②研修の実施回数

①指定管理者との月例会議
②研修の実施回数

①指定管理者との月例会議
②研修の実施回数

①指定管理者との月例会議
②研修の実施回数

①指定管理者との月例会議
②研修の実施回数

実施内容
①年11回
②年3回

①年11回
②年3回

①年11回
②年3回

①年11回
②年3回

２．地域における子育て支援 （１）学童保育の充実

８．学童保育の充実 子育て支援課

・学童保育所を運営する事業所等と連携し、児童の健全な成長のために必要な保育内容について検討します。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　８

(平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

①市は事業所との連携を密に
取っている。
②研修はニーズに合った実践的
な内容で、保育現場で役立って
いる。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　１２

基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①１６回
②年１回発行
③ちばMyStyle
Diaryの活用
④－

①年１６回
②年１回発行
③窓口における
パネル掲示
④５９．３％

①12回
②年1回発行
③特集号配架専
用ラックの設置
④49.3%

①
②
③
④

①
②
③
④

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

B B A

成果

課題

今後の対応

２．地域における子育て支援 （３）子育て情報の提供と相談・交流の場づくり

１２．子育て情報の提供 子育て支援課

・子育て支援サービスに関する情報が、必要としている保護者に的確に届くよう、さまざまなメディアを活用して情報提供を行っていきます。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

①こうほう佐倉への掲載
②広告事業を活用した情報提供（子
育て支援ガイドブック）
③新たな媒体による情報提供
④子育て支援サービスの認知度

①１５回
②年１回発行
③既存の媒体以
外による情報提
供の実施
④７５％

②子育て関連情報を、幅広く掲載し
た、子育て支援ガイドブックを発行し
た。
③ちばMyStyleDiary（県事業）を活用
し、情報発信を行った。

②子育て関連情報を、幅広く掲
載した、子育て支援ガイドブック
を発行した。
③こども総合窓口の待合コー
ナーに、地域の子育てサークル
等の情報をパネルにて掲示し、
情報発信を行った。

実施内容

①１２回
②年１回発行
③既存の媒体以
外による情報提
供の実施
④７５％

①１２回
②年１回発行
③既存の媒体以
外による情報提
供の実施
④７５％

①１２回
②年１回発行
③既存の媒体以
外による情報提
供の実施
④７５％

①１５回
②年１回発行
③既存の媒体以
外による情報提
供の実施
④７５％

①子育て支援特集号について、各公共施
設（出張所、図書館、児童センター等）に
ラックを設置した。これにより、子育て支
援特集号を持ち帰る市民が増加した。
②HPを改修し、子育て支援情報の発信を
行った。ちばマイスタイルダイアリーを活
用し、定期的に子育て情報を配信できる
よう努めた。

①こうほう佐倉への掲載
②広告事業を活用した情報提供（子
育て支援ガイドブック）
③新たな媒体による情報提供
④子育て支援サービスの認知度

①こうほう佐倉への掲載
②広告事業を活用した情報提供（子
育て支援ガイドブック）
③新たな媒体による情報提供
④子育て支援サービスの認知度

①こうほう佐倉への掲載
②広告事業を活用した情報提供（子
育て支援ガイドブック）
③新たな媒体による情報提供
④子育て支援サービスの認知度

①こうほう佐倉への掲載
②広告事業を活用した情報提供（子
育て支援ガイドブック）
③新たな媒体による情報提供
④子育て支援サービスの認知度

・市が実施する、子育て支援
サービス全般についての情報発
信が必要。

・既存の子育て支援サービスの
更なる周知と共に、新規の子育
て支援事業についての情報発信
が必要。

・市民にわかりやすい情報発信
が必要である。

・子育て支援ガイドブックの継続発行
・広報、HP等の情報掲載方法・回数
を見直し、子育て支援サービスが市
民の目により多く触れるよう努める。

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）

・子育て支援ガイドブックの継続
発行
・子育て支援サービスの認知度
を考慮し、情報発信を行う。

・子育て支援ガイドブックの継続
発行
・既存の媒体による、情報発信
方法の見直し（ＨＰの改修、子育
て支援特集号の配架方法）
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　１２

（平成28年度）
推進委員会
による評価

（平成28年度）
評価について

の回答

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

課題としてあげられている、「市民に
わかりやすい情報発信」について、
可能であれば、スーパーマーケット
など市民が毎日のように利用する場
へ情報を提供することが、幅広い世
代へ周知を図るのに有効ではない
かと思います。

事業の性質、対象などを勘案し、効果、効率的な方法を検討してまいります。

子育てに関する情報が各家庭に
届くようにしてほしい。

「こうほう佐倉」は、より多くの子育て家庭の目に触れるように、保育園・学童保育所への配
架を開始しました。また、広告事業を活用した「子育て支援ガイドブック」の作成・配架を継続
することで、引き続き情報提供を図っていきます。その他、より効果的な情報提供の手法に
ついても、今後検討します。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　１３

基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①18箇所
②4,676人
③169,650人
④36件

①18箇所
②4,745人
③164,551人
④30人

①20箇所（子育て
支援センター含）
②3837人
③146,475人
④68組

①
②
③
④

①
②
③
④

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

B A B

成果

課題

今後の対応

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）

④怒鳴らない子育て入門講座の
受講者数の伸び悩み

④怒鳴らない子育て講座がライ
センスの関係で中止となったこと
から、新たな啓発プログラムが
必要になった。

②地域の親子がいつでも気軽に遊び
に来て楽しく遊び、子育て相談等がで
きるようにしたり親子のニーズにあわ
せた講座等に創意工夫をする。
③すべての施設で前年比減となって
いるが、特に志津（-4,233人）、北志
津エリア（-8,323人）での利用減が多く
なっている。

③利用者の増加よりも満足度の向
上を目指す必要がある。
④講座の実施時期、実施会場、周
知方法を再検討し、開催に工夫をす
る。

③引き続き、利用者の満足が得ら
れるような施設運営を行う。
④プロジェクトを編成し、「０歳児の
語りかけ育児」と「2～3歳イヤイヤ期
の子育て」の2本のプログラムを作
成。今後は、このプログラムにて子
育て講座を実施していく。

②地域の保育資源の情報提供
連携、協力体制の構築、利用者
の相談等への満足度の向上に努
める。
③少子化という社会情勢もあるこ
とから、利用者の満足度向上を第
一に考え運営を行う。

①２０箇所
②5,000人
③150,000人
④60人

②地域子育て支援拠点事業の
利用者が前年に比し微減（前年
比－345人）

②地域子育て拠点事業の利用
者は、前年度に比べ微増（＋69
人）した。
④怒鳴らない子育てに代わる啓
発プログラムを作成した。

②2箇所増であったが、地域子育て拠
点事業の利用者が前年度に比べ微
減（－3941人）
③児童センター、老幼の館の利用者
数が、前年度に比べ大幅に減（-
18,076人）となった。
④イヤイヤ期を上手に乗り切る子育
てトレーニング講座（3回）、 0歳児へ
の語りかけ育児講座（１回）実施。

①地域子育て支援拠点事業の実施
箇所数
②地域子育て支援拠点事業（佐倉
保育園、馬渡保育園）の利用者数
③児童センター、老幼の館の延べ
利用者数
④子育て講座(旧：怒鳴らない子育
て講座）の受講人数

①地域子育て支援拠点事業の実施
箇所数
②地域子育て支援拠点事業（佐倉
保育園、馬渡保育園）の利用者数
③児童センター、老幼の館の延べ
利用者数
④子育て講座（旧：怒鳴らない子育
て講座）の受講人数

①地域子育て支援拠点事業の実施
箇所数
②地域子育て支援拠点事業（佐倉保
育園、馬渡保育園）の利用者数
③児童センター、老幼の館の延べ利
用者数
④子育て講座の受講人数

①地域子育て支援拠点事業の実施
箇所数
②地域子育て支援拠点事業（佐倉
保育園、馬渡保育園）の利用者数
③児童センター、老幼の館の延べ
利用者数
④子育て講座の受講人数

①地域子育て支援拠点事業の実施
箇所数
②地域子育て支援拠点事業（佐倉
保育園、馬渡保育園）の利用者数
③児童センター、老幼の館の延べ
利用者数
④子育て講座の受講人数

実施内容

①１８箇所
②5,000人
③150,000人
④45人

①１９箇所
②5,000人
③150,000人
④45人

①１９箇所
②5,000人
③150,000人
④60人

①２０箇所
②5,000人
③150,000人
④60人

２．地域における子育て支援 （３）子育て情報の提供と相談・交流の場づくり

１３．地域子育て支援拠点事業の拡充 子育て支援課

・利用者が気軽に集うことができる場所として、子育て支援センターにおける事業を継続し、新規に整備する保育園や認定こども園や既存園について、地域子育て支援拠
点事業の実施を促します。
・地域における子育て支援の拠点として、児童センターや老幼の館の機能の拡充を図ります。
・しつけの際の子どもとのコミュニケーションのとり方を学ぶため、子育て講座を開催します。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　１３

（平成28年度）
推進委員会
による評価

（平成28年度）
評価について

の回答

(平成３０年度）
推進委員会
による評価

（平成３０年度）
評価について

の回答

①②出前保育の拡大・継続を希
望する。

保育士の配置に余裕がないことから、拡大については厳しいものと考えますが、保護者ニー
ズの高い事業ですので、実施を継続すると共に内容の充実を図っていきます。

子育て講座の需要や期待は高
いので、今後も継続してほしい。

今後も、継続開催できるよう努めてまいります。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　１４

基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①363件
②2か所

①3,515件
②2か所

①7,013件
②2か所

①
②

①
②

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

A A A

成果

課題

今後の対応

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

２．地域における子育て支援 （３）子育て情報の提供と相談・交流の場づくり

１４．利用者支援事業の実施 子育て支援課

・子育て家庭のニーズに合わせて、幼稚園、保育園等の施設や、地域子育て支援事業などから必要な支援を選択して利用できるように、身近な場所で情報の提供や相
談、援助などを行います。

実施内容
①160件
②2か所

①170件
②2か所

①170件
②2か所

①170件
②2か所

①子育てコンシェルジュ相談件
数
②利用者支援事業実施箇所数

①子育てコンシェルジュ相談件
数
②利用者支援事業実施箇所数

①子育てコンシェルジュ相談件
数
②利用者支援事業実施箇所数

①子育てコンシェルジュ相談件
数
②利用者支援事業実施箇所数

①子育てコンシェルジュ相談件
数
②利用者支援事業実施箇所数

①170件
②2か所

・相談件数が増加した。

・コンシェルジュが子育てサーク
ル等に積極的に出向いていくこ
とにより、相談件数が飛躍的に
増加した。

・児童センター等への出張相談
が定着したことで、相談件数が
更に増加した。

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）

・コンシェルジュの役割である関
係機関との連携・調整・協働の
体制作り、地域での必要な社会
資源作りまで活動を広げていく
必要がある。

・地域の課題に応じた子育て支
援の社会資源作りを行っていく
必要がある。

・相談者に寄りそい、相談に対応
し情報提供、他機関への連絡調
整に取り組み、社会資源づくりの
幅を広げる必要がある。

・関係機関との連携・調整・協働
の体制作り、地域での必要な社
会資源作りに積極的に取り組ん
でいく。

・年度末に開催した子育てサー
クル連絡会を、今後は定例開催
とし、サークル間の情報共有と
連携体制の構築を図っていく。

・子育て支援事業等を提供して
いる関係機関との連絡、調整、
連携、協働の体制づくりに取り組
んでいく。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　１４

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

相談件数が大幅に増加しています。
出張相談など周知されていることは
大変評価の高いものと思いますが、
それを支える職員の方、子育てコン
シェルジュの負担が増加していない
かと心配になります。子育て世代を
支える側と支えられる側、お互いが
心身ともに健康であることが前提で
す。人員数と相談数のバランスが崩
れる場合は、削減や役割分担してい
く方法を検討していく必要があると思
います。

相談件数は、延べ件数について計上しております。コンシェルジュによる相談が定着してき
たことで、同じ方が一度に様々な相談を寄せられたり、長期的に複数回寄せられることもあ
ることから、相談件数が飛躍的に増加したものと考えております。
これまでのところ、過剰労働とはなっていないものと考えておりますが、相談の推移を見守
る中で、相談員の人数や役割分担等を見直すなど、過剰労働とならないよう努めてまいり
ます。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　２９

基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①３４校
②３４校

①３４校
②３４校

①３４校
②３４校

①
②

①
②

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

A A Ａ

成果

課題

今後の対応

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

３．すこやかに生まれ育つ環境づくり （４）未来のママ・パパを育む取り組み

２９．大切ないのちを育むまなびの推進 指導課

・小中学校において、関係機関の協力を得て、子育ての喜びと責任を感じることができるよう、子育てに関する教育の推進を図ります。

実施内容
①３４校
②３４校

①３４校
②３４校

①３４校
②３４校

①３４校
②３４校

①子育て関連施設への職場体
験（見学含む）実施校数
②子育てに係る授業実施校数

①子育て関連施設への職場体
験（見学含む）実施校数
②子育てに係る授業実施校数

①子育て関連施設への職場体
験（見学含む）実施校数
②子育てに係る授業実施校数

①子育て関連施設への職場体
験（見学含む）実施校数
②子育てに係る授業実施校数

①子育て関連施設への職場体
験（見学含む）実施校数
②子育てに係る授業実施校数

①３４校
②３４校

全ての学校で、職場体験（見学
を含む）及び子育てに係る授業
を実施した。

全ての学校で、職場体験（見学
を含む）及び子育てに係る授業
を実施した。

全ての学校で、職場体験（見学
を含む）及び子育てに係る授業
を実施した。

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）

子育てについての教育は有意義な
ものであると思います。同時に性教
育の見直しも必要と感じました。

中学校の保健体育や技術・家庭科の家庭科分野を中心に、子育てについての教育の充実
を図ってまいります。また性教育についての授業計画においても検討していきます。

職場体験（見学を含む）に協力
していただく事業所の確保

職場体験（見学を含む）に協力
していただく事業所の確保

職場体験（見学を含む）に協力
していただく事業所の確保

今後も計画的に活動を進めてい
く。

今後も計画的に活動を進めてい
く。

今後も計画的に活動を進めてい
く。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　２９
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　５０－１

基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①289
②23,499件
③723,681人

①289
②24,234件
③701,308人

①290
②24,942件
③669,883人

①
②
③

①
②
③

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

A A A

成果

課題

今後の対応

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）

①公園維持管理費用の増加
②③進行する施設老朽化に対
処するための修繕費を確保

①公園維持管理費用の増加。
②③老朽化した施設・設備の修
繕費確保

①公園維持管理費用の増加。
②③老朽化した施設・設備の修
繕費確保

①清掃協力等地元コミュニティの
活用
②③修繕の優先順位付けを的
確に行う。

①清掃協力等地元コミュニティの
活用。
②③計画的に修繕を行う。

①清掃協力等地元コミュニティの
活用。
②③計画的に修繕を行う。

①２９５
②年2万件
③年間延べ60万
人

①2公園開設、１公園拡張
①良好に管理できた。
②③目標値を超える利用があっ
た。

①良好に管理できた。
②③目標値を超える利用があっ
た。

①維持・管理している公園数（公園
緑地課）
②学校開放延べ利用件数（社会教
育課）
③学校開放延べ利用者数（社会教
育課）

①維持・管理している公園数（公園
緑地課）
②学校開放延べ利用件数（社会教
育課）
③学校開放延べ利用者数（社会教
育課）

①維持・管理している公園数（公園
緑地課）
②学校開放延べ利用件数（社会教
育課）
③学校開放延べ利用者数（社会教
育課）

①維持・管理している公園数（公園
緑地課）
②学校開放延べ利用件数（社会教
育課）
③学校開放延べ利用者数（社会教
育課）

①維持・管理している公園数（公園
緑地課）
②学校開放延べ利用件数（社会教
育課）
③学校開放延べ利用者数（社会教
育課）

実施内容

①２８７
②年2万件
③年間延べ60万
人

①２８９
②年2万件
③年間延べ60万
人

①２９１
②年2万件
③年間延べ60万
人

①２９３
②年2万件
③年間延べ60万
人

６．子どもの最善の利益を支える仕組みづくり （２）子どもの居場所の充実

５０．子どもが安心して遊べる環境づくり 子育て支援課、公園緑地課、生活環境課、教育総務課、学務課、社会教育課

・子どもが近所で安心して外遊びができるように、身近な公園や広場などを維持・管理します。
・体育館や校庭などの学校施設の開放を進めます。
・小学校の余裕教室などを活用して行う放課後子ども総合プランの実施について検討します。
・子どもが安全でゆとりある教育・保育を受けられるように、幼稚園、保育園、学校等の施設・設備の整備を行います。
・子どもの遊び場の安全性を確認するため、生活空間である学校や保育園、公園等の空間放射線量率を測定します。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　５０－１

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

公園にある砂場に、犬猫などの糞が
あり、子ども達が遊ぶことができなく
なっています。近隣の市では砂場に
柵が設けられ、犬猫が入れないよう
になっています。佐倉市は緑にあふ
れた地域が多く、時にはハクビシン
など野生動物もみられます。少しで
も安心して過ごせるように公園の砂
場を整備していただきたいと願って
います。

公園内の砂場の管理につきましては、月2回の清掃や、砂の入れ替えを年間1回実施のほ
か、ペットの飼い主に啓発を行っております。砂場への動物除けの柵などの設置は、費用
が掛かるため、地元自治会の要望があった場合に設置しております。今後につきまして
は、安心して使用できる砂場の管理方法を調査・研究してまいります。
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佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　５３－１

基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①12校
②8校
③198日

①13校
②8校
③200日

①14校
②8校
③202日

①
②
③

①
②
③

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

A Ｂ Ｂ

成果

課題

今後の対応

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

６．子どもの最善の利益を支える仕組みづくり （３）子どもの生きる力を育む取り組み

５３．子ども自身が相談できる力を育む取り組み 子育て支援課、指導課、教育センター

・不登校やいじめ等のさまざまな問題に対応するため、相談・指導体制の充実、情報提供等を図ります。
・学校教育相談員等による来所相談や電話相談への対応を実施します。

実施内容
①12校
②8校
③200日

①12校
②8校
③200日

①12校
②8校
③200日

①12校
②8校
③200日

①スクールカウンセラーの配置校数
（指導課）
②心の教育相談員の配置校数（教
育センター）
③適応指導教室の開級日数（教育
センター）

①スクールカウンセラーの配置校数
（指導課）
②心の教育相談員の配置校数（教
育センター）
③適応指導教室の開級日数（教育
センター）

①スクールカウンセラーの配置校数
（指導課）
②心の教育相談員の配置校数（教育
センター）
③適応指導教室の開級日数（教育セ
ンター）

①スクールカウンセラーの配置校数
（指導課）
②心の教育相談員の配置校数（教
育センター）
③適応指導教室の開級日数（教育
センター）

①スクールカウンセラーの配置校数
（指導課）
②心の教育相談員の配置校数（教
育センター）
③適応指導教室の開級日数（教育
センター）

①12校
②8校
③200日

①全中学校及び1小学校にス
クールカウンセラーを配置するこ
とができた。

①全中学校及び2小学校にス
クールカウンセラーを配置するこ
とができた。
②心の教育相談員を市内8校に
配置することができた。
③市内小中学校と同様の日数を
開級することができた。

①全中学校及び3小学校にスクール
カウンセラーを配置することができ
た。
②市内8小学校に心の教育相談員8
人を配置することができた。
③市内小中学校と同様に日数を開級
し、不登校児童生徒の居場所作りと
学校復帰支援を行った。

①他の小学校へのスクールカウ
ンセラーの配置及び時間数の確
保を検討していく。

①他の小学校へのスクールカウ
ンセラーの配置及び時間数の確
保を検討していく。

①他の小学校へのスクールカウンセ
ラーの配置及び時間数の確保を検討
していく。
②③相談機関の周知を図るとともに、
学校、関係機関との連携を深め、対
応・支援を行っていく。

①小学校へのさらなるスクール
カウンセラーの配置

①小学校へのさらなるスクール
カウンセラーの配置

①小学校へのさらなるスクールカウン
セラーの配置
②③不登校児童生徒への対応及び
適切な支援を図っていく必要がある。

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）
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（平成28年度）
推進委員会
による評価

（平成28年度）
評価について

の回答

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について

の回答

小中学校で学期ごとに行われている
アンケートについて、児童や保護者
が書いた後、どのように対応・検討さ
れたのか一方通行になっているとい
う声があります。そのため「今回書い
た相談についての返答が必要か？」
「だれに相談したいか？」など、問題
が深刻化する前に解決に向かうよう
に導くための質問を増やすことはで
きないかと思います。

小中学校で定期的に実施しているアンケートにつきましては，実施後，アンケートに基づいて
面談を行い，相談内容に応じて迅速かつ丁寧な対応をしています。また，アンケート項目に
つきましては，学校ごとに作成・検討していますので，今後，さらに問題の早期対応・早期解
決につながるものになるよう改善されていくと考えます。

①配置は、週１日・６時間のみであ
り、相談日を増やしたいのが現状で
す。評価基準が曖昧で、所管課評価
に「A」とあるものの、現実は「A」はつ
かないと思います。

スクールカウンセラーの配置につきましては、県の事業であるため、今後も増員を求めてい
きます。なお、平成２８年度は、小学校１校に増員が決まり、配置校が１３校となりました。

（平成29年度）
推進委員会
による評価

①心の教育相談員の配置校数につ
いて、平成27年度から現時点まで８
校で変わらない。これは全学校数で
はないが、８校で足りるのか。 （平成29年度）

評価について
の回答

①心の教育相談員につきましては，学校規模，学校状況に応じて配置しています。現在，配置されて
いない学校において相談対応が必要になった場合は，中学校に配置されているスクールカウンセラー
や近隣の配置校から心の教育相談員を派遣して対応をしていますので，今後も同様に対応をしていき
ます。

②心の教育相談員の増員について
は、少ない相談数であっても、相談
や意見を拾い上げる体制は必要で
あると考える。

②現在，学校では，学期に１回以上，アンケートと共に教育相談を行っており，相談や意見を拾い上げ
る体制ができていると考えております。引き続き工夫改善をしながら，児童の悩みや思いを聞き取るこ
とができるようにしていきます。また，心の教育相談員の増員につきましては，今後，検討していきたい
と考えます。
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基本目標 施策

主要事業 所管課

事業内容

指標等

目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績 目標 実績

①12校
②8校
③198日

①13校
②8校
③200日

①14校
②8校
③202日

①
②
③

①
②
③

※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価 ※所管課評価

A Ｂ Ｂ

成果

課題

今後の対応

※所管課評価・・・Ａ（十分達成している）、B（ほぼ達成しているが一部課題が残る）、C（改善を要する点がある）

①小学校へのさらなるスクール
カウンセラーの配置

①小学校へのさらなるスクール
カウンセラーの配置

①小学校へのさらなるスクールカウン
セラーの配置
②③不登校児童生徒への対応及び
適切な支援を図っていく必要がある。

①他の小学校へのスクールカウ
ンセラーの配置及び時間数の確
保を検討していく。

①他の小学校へのスクールカウ
ンセラーの配置及び時間数の確
保を検討していく。

①他の小学校へのスクールカウンセ
ラーの配置及び時間数の確保を検討
していく。
②③相談機関の周知を図るとともに、
学校、関係機関との連携を深め、対
応・支援を行っていく。

①12校
②8校
③200日

①全中学校及び1小学校にス
クールカウンセラーを配置するこ
とができた。

①全中学校及び2小学校にス
クールカウンセラーを配置するこ
とができた。
②心の教育相談員を市内8校に
配置することができた。
③市内小中学校と同様の日数を
開級することができた。

①全中学校及び3小学校にスクール
カウンセラーを配置することができ
た。
②市内8小学校に心の教育相談員8
人を配置することができた。
③市内小中学校と同様に日数を開級
し、不登校児童生徒の居場所作りと
学校復帰支援を行った。

①スクールカウンセラーの配置校数
（指導課）
②心の教育相談員の配置校数（教
育センター）
③適応指導教室の開級日数（教育
センター）

①スクールカウンセラーの配置校数
（指導課）
②心の教育相談員の配置校数（教
育センター）
③適応指導教室の開級日数（教育
センター）

①スクールカウンセラーの配置校数
（指導課）
②心の教育相談員の配置校数（教育
センター）
③適応指導教室の開級日数（教育セ
ンター）

①スクールカウンセラーの配置校数
（指導課）
②心の教育相談員の配置校数（教
育センター）
③適応指導教室の開級日数（教育
センター）

①スクールカウンセラーの配置校数
（指導課）
②心の教育相談員の配置校数（教
育センター）
③適応指導教室の開級日数（教育
センター）

実施内容
①12校
②8校
③200日

①12校
②8校
③200日

①12校
②8校
③200日

①12校
②8校
③200日

６．子どもの最善の利益を支える仕組みづくり （３）子どもの生きる力を育む取り組み

５３．子ども自身が相談できる力を育む取り組み 子育て支援課、指導課、教育センター

・不登校やいじめ等のさまざまな問題に対応するため、相談・指導体制の充実、情報提供等を図ります。
・学校教育相談員等による来所相談や電話相談への対応を実施します。

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 平成31年度

- 25 -



佐倉市子ども・子育て支援事業計画　基本事業　進捗管理シート 事業№　５３－１

（平成28年度）
推進委員会
による評価

（平成28年度）
評価について
の回答

（平成30年度）
推進委員会
による評価

（平成30年度）
評価について
の回答

小中学校で学期ごとに行われている
アンケートについて、児童や保護者
が書いた後、どのように対応・検討さ
れたのか一方通行になっているとい
う声があります。そのため「今回書い
た相談についての返答が必要か？」
「だれに相談したいか？」など、問題
が深刻化する前に解決に向かうよう
に導くための質問を増やすことはで
きないかと思います。

小中学校で定期的に実施しているアンケートにつきましては，実施後，アンケートに基づいて
面談を行い，相談内容に応じて迅速かつ丁寧な対応をしています。また，アンケート項目に
つきましては，学校ごとに作成・検討していますので，今後，さらに問題の早期対応・早期解
決につながるものになるよう改善されていくと考えます。

①配置は、週１日・６時間のみであ
り、相談日を増やしたいのが現状で
す。評価基準が曖昧で、所管課評価
に「A」とあるものの、現実は「A」はつ
かないと思います。

スクールカウンセラーの配置につきましては、県の事業であるため、今後も増員を求めてい
きます。なお、平成２８年度は、小学校１校に増員が決まり、配置校が１３校となりました。

（平成29年度）
推進委員会
による評価

①心の教育相談員の配置校数につ
いて、平成27年度から現時点まで８
校で変わらない。これは全学校数で
はないが、８校で足りるのか。 （平成29年度）

評価について
の回答

①心の教育相談員につきましては，学校規模，学校状況に応じて配置しています。現在，配置されて
いない学校において相談対応が必要になった場合は，中学校に配置されているスクールカウンセラー
や近隣の配置校から心の教育相談員を派遣して対応をしていますので，今後も同様に対応をしていき
ます。

②心の教育相談員の増員について
は、少ない相談数であっても、相談
や意見を拾い上げる体制は必要で
あると考える。

②現在，学校では，学期に１回以上，アンケートと共に教育相談を行っており，相談や意見を拾い上げ
る体制ができていると考えております。引き続き工夫改善をしながら，児童の悩みや思いを聞き取るこ
とができるようにしていきます。また，心の教育相談員の増員につきましては，今後，検討していきたい
と考えます。
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